
Title 北朝隋唐初の在俗仏教信徒と五道大神

Author(s) 荒川, 正晴

Citation 中国学の十字路 : 加地伸行博士古稀記念論集. 2006,
p. 509-523

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/88469

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



北
朝
陪
唐
初
の
在
俗
仏
教
信
徒
と
五
道
大
神

荒

川

正

晴

は
じ
め
に

北朝惰唐初の在俗仏教信徒と五道大神

中
国
に
お
い
て
南
北
朝
陪
唐
期
は
、
後
漢
に
流
伝
し
て
き
た
外
来
宗
教
の
仏
教
が
盛
行
し
た
時
代
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仏
教
が
中
国
の

人
々
、
と
り
わ
け
そ
の
在
俗
信
徒
に
如
何
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
中
国
の
人
々
が
、
仏
教
が
説
く
輪
廻
や
浄
土
と
い
っ
た
死
後
の
世
界
に
関
わ
る
教
え
を
知
何
に
受
容
し
て
い
た

の
か
は
、
当
該
時
期
に
お
け
る
在
俗
信
徒
の
仏
教
信
仰
を
見
極
め
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
と
取
り
組

む
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

北
朝
惰
唐
初
の
五
道
大
神

ラ09

(1) 

儒
教
が
有
す
る
宗
教
性
を
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
加
地
伸
行
氏
は
、
そ
の
死
生
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
人
聞
は

精
神
(
こ
れ
を
主
宰
す
る
も
の
が
魂
)
と
肉
体
(
こ
れ
を
支
配
す
る
も
の
が
腕
)
か
ら
成
る
が
、
死
ぬ
と
こ
れ
が
分
裂
し
、
魂
は
天
へ
浮
遊
し
、
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か
た
し
ろ

腕
は
地
下
へ
行
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
か
れ
た
魂
・
塊
は
、
子
孫
に
よ
る
「
招
魂
」
に
よ
り
「

F
L
を
場
に
再
び
結
ば
れ
、

そ
こ
で
死

者
は
「
こ
の
世
」
に
再
生
が
可
能
に
な
る
、
と
。
詳
細
は
省
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
う
し
た
魂
・
醜
に
基
づ
く
宗
教
性
が
、
古
来
儒
教

(2) 

の
死
生
観
の
基
本
に
あ
っ
た
。

荒川正晴

ま
た
近
年
、
小
南
一
郎
氏
は
、
現
世
の
世
界
と
は
別
に
祖
霊
た
ち
の
世
界
が
あ
り
、
無
始
以
来
、
す
べ
て
の
生
命
は
、
こ
う
し
た
祖
霊

(
3〕

た
ち
の
世
界
と
現
世
と
の
聞
を
繰
り
返
し
循
環
し
て
き
た
、
と
指
摘
さ
れ
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
葬
送
儀
礼
と
は
、
死
者
の
魂
を
こ
う
し

た
祖
霊
た
ち
の
世
界
へ
と
支
障
な
く
送
り
出
す
こ
と
を
最
も
重
要
な
目
的
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
こ
れ
と
同
時
に
、
地
下
に
は
い
わ
ゆ
る

室
〈
府
が
存
在
し
、
天
帝
が
主
宰
す
る
冥
府
の
神
々
に
よ
る
官
僚
組
織
が
現
世
を
模
し
て
整
え
ら
れ
て
い
た
。
死
者
の
魂
は
、
こ
こ
で
背
負
っ

(4) 

た
罪
を
帳
消
し
に
し
た
後
、
祖
霊
た
ち
の
世
界
と
融
合
し
て
い
た
、
と
い
う
。

他
方
、
曽
布
川
寛
氏
は
、
戦
国
・
前
漢
初
期
の
楚
の
地
方
で
死
者
の
霊
魂
が
不
死
の
聖
域
で
あ
る
昆
奇
山
に
昇
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
掲
げ
る
と
同
時
に
、
霊
魂
が
地
下
に
住
む
と
い
う
考
え
方
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
話
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、

前
漢
初
期
以
降
に
お
い
て
も
、
昆
寄
山
な
ど
の
仙
界
に
対
す
る
信
仰
が
維
持
・
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
地
下
に
対
す
る
信
仰
も
益
々
盛
ん

に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
前
漢
以
来
の
墳
墓
は
、
墓
室
を
霊
魂
の
住
処
に
作
る
と
同
時
に
仙
界
の
如
く
に

作
っ
て
い
た
、
と
い
う
。

一
方
で
地
下
に
対
す
る
信
仰
、
す
な
わ
ち
死
者
の
霊
魂
が
地
下
の
墳
墓
に
住
み
身
近
に
供
奉
さ
れ
た

つ
ま
り
、

一
方
で
仙
界
に
対
す
る
信
仰
、
す
な
わ
ち
昇
仙
し
て
永
遠
の
不
死
を
獲
得
し
た
い
と
い
う
思
い
と
が
、
墓
室
と
い
う

(6) 

同
一
空
間
に
お
い
て
と
も
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
と
い
う
思
い
と
、

こ
の
小
南
・
曽
布
川
両
氏
の
指
摘
す
る
地
下
の
世
界
は
、
「
古
代
中
国
に
お
い
て
死
後
世
界
が
現
世
の
延
長
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た

(

7

)

(

B

)

 

こ
と
」
が
具
象
化
さ
れ
た
も
の
で
、
朴
永
哲
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
観
念
は
仏
教
伝
来
以
後
も
脈
々
と
生
き
続
け
た
。
例
え
ば
、
仏
教

に
よ
っ
て
地
獄
の
思
想
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
こ
れ
が
冥
府
と
強
く
結
び
つ
く
か
た
ち
で
独
特
な
展
開
を
示
し
た
こ
と
が
、
津
田
瑞
穂
氏

(
9〕

ら
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
仏
教
の
地
獄
が
冥
府
と
重
な
り
合
い
、
冥
府
の
官
に
よ
る
審
判
に
よ
っ
て
死
後
の
運
命
が



決
せ
ら
れ
る
と
い
う
構
図
が
、
道
教
と
も
絡
み
合
い
な
が
ら
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
そ
の
地
獄
世
界
も
現
世
と
の
連
続
性
を

(
叩
)

強
め
て
世
俗
化
し
、
裁
き
の
場
と
し
て
の
性
格
を
次
第
に
失
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

死
後
の
世
界
観
に
関
し
て
は
、
時
空
的
な
変
選
や
偏
差
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
あ
の
世
」
と
い
う
非
論
理
性
を
許
容
す
る
虚
構
世
界
を

対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
人
々
が
実
際
に
懐
く
死
後
の
世
界
と
い
う
も
の
も
、
矛
盾
し
た
考
え
方
が
容
易
に
並
び
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
に

相
違
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
古
代
中
国
に
お
け
る
死
後
の
世
界
と
し
て
、
現
世
の
延
長
と
し
て
の
地
下
世
界
が
強
固
に
存
在
す
る
一
方
で
、

神
仙
の
天
上
世
界
も
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
大
枠
で
は
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
天
と
地
へ
の
両
方
向
性
は
、
儒
教
の
死
生
観
の
基
本
に
あ

る
魂
・
醜
思
想
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

北朝惰唐初の在俗仏教信徒と五道大神

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
他
界
観
に
お
い
て
、
死
者
が
現
世
か
ら
地
下
世
界
で
あ
る
冥
府
へ
と
移
行
す
る
際
に
、
こ
れ
と

密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
諸
神
の
一
つ
に
五
道
大
神
が
い
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
以
降
で
も
死
者
を
管
理
す
る
五
道
大

神
を
杷
る
五
道
廟
の
存
在
が
河
北
省
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
人
が
死
ぬ
と
五
道
廟
へ
詣
っ
て
い
た
。
中
国
の
冥
界
観
に
お
い
て
、

こ
の
神
が
長
く
信
奉
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

(葛

五
道
大
神
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
小
田
義
久
氏
に
よ
り
、
こ
れ
が
仏
教
伝
来
の
神
で
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏
に
よ
れ

ば
、
五
道
大
神
は
、
一
二
国
時
代
に
ま
ず
支
謙
に
よ
っ
て
江
南
に
伝
え
ら
れ
、
西
晋
時
代
に
な
っ
て
、
竺
法
護
に
よ
り
華
北
に
広
め
ら
れ
て

い
っ
た
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
中
国
へ
は
後
漢
代
に
既
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
五
道
大
神
の
登
場
は
、
仏
教
の
伝
来
後
間

も
な
い
頃
と
見
て
良
か
ろ
う
。

ま
た
中
国
の
墳
墓
に
は
、
随
葬
衣
物
疏
・
墓
券
(
買
地
券
)
・
鎮
墓
櫨
(
死
者
の
鎮
魂
の
た
め
の
銘
文
を
書
写
し
た
陶
器
)
そ
の
他
の
多
様
な

「
葬
納
用
文
物
」
が
、
被
葬
者
と
と
も
に
墓
室
内
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
「
葬
納
用
文
物
L

は
、
「
あ
の
世
」
に
旅
立
つ
死
者
に
と
っ

5" 

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
埋
納
品
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
当
時
の
人
々
が
懐
い
て
い
た
冥
界
観
の
一
端
が
強
く
、
し
か
も
直
接
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
冥
府
を
司
る
諸
神
の
名
が
多
〈
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
葬
納
用
文
物
」
は
、
中
国
の
人
々
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が
如
何
な
る
冥
府
の
神
々
を
信
奉
し
て
い
た
の
か
、
こ
れ
を
時
代
や
地
域
の
推
移
や
偏
差
と
併
せ
て
把
握
し
て
ゆ
く
上
で
、
貴
重
な
資
料

を
提
供
し
て
い
る
。

正晴

管
見
の
限
り
、
こ
う
し
た
「
葬
納
用
文
物
」
に
五
道
大
神
が
登
場
す
る
の
は
、
六
世
紀

i
七
世
紀
初
の
在
俗
の
仏
教
信
徒
が
作
成
す
る

(
白
)

「
葬
納
用
文
物
」
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
下
に
掲
げ
る
①
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
②
敦
煙
・
③
山
東
臨
胸
県
よ
り
発
見

荒川

さ
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。

①
「
高
昌
国
章
和
十
三
(
五
四
三
)
年

i
唐
永
徽
六
(
六
五
五
)
年
随
葬
衣
物
疏
」
(
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
、
(
舵
)

，-， 

目IJ

略
延
昌
三
六
年
(
五
九
六
)
丙
辰
の
歳
、
三
月
二
四
日
、
大
徳
比
丘
の
某
甲
は
、
敬
し
み
て
五
道
大
神
に
移
す
。

「
仏
弟
子
の
某
甲
は
、
仏
の
五
戒
を
持
し
、
専
ら
十
善
を
修
め
り
。
宜
し
く
退
齢
を
向
(
享
)
け
、
永
く
老
い
難
き
を
賜
う
べ
し
。

し

か

あ

わ

れ

但
れ
ど
も
、
実
天
は
弔
ま
ず
し
て
、
此
の
月
の
十
九
日
を
以
て
[
仏
弟
子
某
甲
は
]
忽
然
と
し
て
但
碩
し
、
五
道
を
運
渉
せ
ん
と
す
。

と
が

幸
わ
く
は
、
町
め
て
と
ど
む
る
こ
と
な
く
、
意
に
任
せ
て
過
ぐ
る
を
聴
さ
れ
ん
こ
と
を
。

請
書
(
清
書
)
は
張
堅
固
、
時
見
(
立
会
人
)
は
李
定
度
な
り
。

ひ

さ

と

ど

『
若
し
[
仏
弟
子
某
甲
が
]
海
東
の
頭
を
求
め
ん
と
欲
し
、
若
し
海
西
の
壁
を
寛
め
ん
と
欲
さ
ば
、
奄
し
く
逼
め
、
留
停
せ
し
む
る

を
得
ず
。
急
ぎ
急
ぎ
て
律
令
の
ご
と
く
せ
よ
。
』
」
と
。

②
「
河
西
大
涼
国
安
楽
三
(
六
一
九
)
年
郭
方
随
葬
衣
物
疏
」
(
莫
高
窟
北
区
出
土
、
(
制
)

前

略

推
(
惟
)
れ
、
楽
安
(
安
楽
)
三
年
、
歳
は
己
卯
に
至
(
次
)
り
、
二
月
庚
子
の
朔
、
九
日
、
口
口
口
口
口
-
口
口
不
幸
に
し
て
、

挟
寿
に
及
び
憧
戒
す
る
も
、
自
ら
申
ぷ
る
能
わ
ず
。
造
墓
、
己
に
成
り
、
今
日
口
論
せ
り
。
但
そ
生
き
て
は
高
堂
に
慮
り
、
死
し
て



は
富
里
に
輯
せ
り
。
(
中
略
)
僕
し
詐
欺
の
鬼
有
り
、
妄
り
に
拘
硬
を
生
さ
ば
、
誼
破
す
る
こ
と
詞
(
阿
)
梨
樹
の
枝
の
如
く
せ
ん
。

急
ぎ
急
ぎ
て
、
律
令
の
如
く
せ
よ
。

戒
師
は
元
達

機
師
は
僧
生

児
願
師
は
元
達
な
り
。

敬
L
み
て
太
山
府
君
・
五
道
大
神
・
当
路
の
官
属
の
閤
羅
王
等
に
白
す
。
釈
迦
弟
子
の
郭
方
は
、
平
生
の
日
、
行
道
す
る
こ
と
精
塾

に
し
て
、
五
戒
・
十
善
を
奉
修
じ
、
三
賓
を
供
養
し
斗
毒
麓
も
犯
す
無
し
。
今
、
安
楽
三
年
二
月
十
七
日
を
以
て
、
選
神
過
世
す
れ

ば
、
固
日
図
慮
、
留
執
罵
連
す
る
を
得
ず
。
必
ず
須
ら
く
聖
尊
を
面
奉
し
、
遊
神
を
静
立
せ
し
む
べ
し
。

③
「
武
平
四
年
(
五
七
一
一
一
)
高
僑
妻
王
江
妃
随
葬
衣
物
疏
L

(

山
東
省
臨
胸
県
、
ム
齢
)

北朝惰唐初の在俗仏教信徒と五道大神

斉
武
平
四
年
歳
次
突
巴
七
月
乙
丑
朔
六
日
庚
午
、
釈
迦
文
仏
の
弟
子
高
僑
、
敢
え
て
酒
湾
里
の
地
の
振
坦
国
土
に
告
ぐ
。

「
高
僑
は
も
と
翼
州
勃
海
郡
に
出
で
、
宣
に
因
り
て
何
お
青
州
斉
郡
益
都
県
酒
湾
里
に
居
す
。
其
の
妻
の
王
江
妃
、
年
七
十
七
、
患

に
遇
い
て
稔
を
積
み
、
医
療
は
損
す
る
こ
と
無
く
、
忽
に
今
月
六
日
を
以
て
命
過
ぎ
寿
終
り
、
上
三
光
に
辞
し
、
下
蕎
里
に
帰
す
。

江
妃
は
生
時
に
十
善
も
て
心
を
持
し
、
五
一
戒
も
て
志
を
堅
め
、
歳
三
月
六
、
斎
戒
し
て
闘
か
さ
ず
。
今
、
戒
師
・
蔵
公
・
山
公
等
の

使
す
る
所
と
為
り
、
仏
と
花
を
取
り
、
往
き
て
返
ら
ざ
る
が
如
し
。
江
妃
命
終
る
の
時
、
天
帝
は
花
を
抱
き
て
精
神
を
候
迎
し
、
大

権
は
口
口
し
て
霊
魂
を
接
待
し
、
汝
地
下
の
女
青
に
勅
し
、
五
道
大
神
・
司
一
域
の
官
に
書
も
て
詔
す
ら
く
、
『
江
妃
費
す
所
の
衣
資

雑
物
・
随
身
の
具
は
、
所
運
の
処
、
詞
留
す
る
を
得
ざ
れ
。
若
し
留
詰
す
る
も
の
有
ら
ば
、
沙
詞
楼
陀
が
汝
の
身
首
を
砕
く
こ
と
、

阿
梨
の
樹
枝
の
如
く
せ
ん
。
来
時
忽
々
、
書
き
読
め
る
は
是
れ
誰
な
る
か
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
(
よ
く
き
け
)
書
け
る
は
観
世
音
、
読
め

る
は
維
摩
大
土
な
る
ぞ
!
故
に
移
す
。
即
即
。
』
と
」

ラ工3

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
「
葬
納
用
文
物
」
の
な
か
で
も
、
随
葬
衣
物
疏
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
随
葬
衣
物
疏
と
は
、
衣
物
を
主
と
す

そ
れ
を
死
者
に
添
え
た
も
の
を
言
う
。
そ
し
て
そ
の
付
帯
文
言
に
は
、
し
ば
し
ば

る
副
葬
品
の
リ
ス
ト
に
呪
術
的
な
文
言
を
付
し
て
、



ラエ4

「
死
者
が
あ
の
世
ま
で
無
事
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
」
、
「
死
者
の
持
ち
物
が
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
い
っ
た
意
味
の
文
言
が
付
加
さ
れ

て
お
り
、
冥
界
へ
の
通
行
手
形
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

正晴

具
体
的
に
検
討
す
る
余
裕
は
こ
こ
に
は
無
い
が
、
①

1
③
は
何
れ
も
「
仏
弟
子
」
「
釈
迦
弟
子
」
と
称
す
る
在
俗
仏
教
信
徒
の
随
葬
衣

物
疏
な
が
ら
、
そ
の
書
式
・
内
容
と
も
に
そ
れ
ま
で
中
国
で
作
成
さ
れ
て
き
た
「
葬
納
用
文
物
」
を
基
本
的
に
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
も

そ
も
墓
室
に
埋
納
さ
れ
る
「
葬
納
用
文
物
」
は
、
被
葬
者
の
行
き
先
と
し
て
冥
府
の
地
下
世
界
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
②
・
③
の
付
帯
文

言
に
認
め
ら
れ
る
「
死
し
て
は
富
里
に
帰
す
」
と
い
う
表
現
も
、
後
漢
・
南
北
朝
時
代
の
墓
券
に
散
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
①

i
③
，
に
示

荒川

さ
れ
る
冥
界
観
も
、
そ
れ
ま
で
の
「
葬
納
用
文
物
」
が
想
定
す
る
冥
界
観
の
枠
を
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
冥
府
は
単
純
に
天

帝
が
主
宰
す
る
組
織
で
は
な
く
、
仏
教
側
の
仏
(
②
聖
尊
・
③
大
権
)
や
菩
薩
(
③
観
世
音
)
な
ど
も
冥
府
の
主
宰
者
や
官
と
し
て
加
え
ら

れ
て
い
る
。
な
か
に
は
道
教
の
神
仙
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
当
時
の
世
俗
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
何
れ
に
し

て
も
「
仏
弟
子
」
た
ち
は
、
六
世
紀
に
な
っ
て
随
葬
衣
物
疏
に
自
ら
が
奉
ず
る
仏
・
菩
薩
・
諸
神
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

仏
教
伝
来
の
五
道
大
神
が
植
葬
衣
物
疏
に
一
様
に
記
さ
れ
始
め
る
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
に
よ
る
。
な
か
で
も
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
作
成

さ
れ
た
①
で
は
、
他
の
冥
界
の
神
々
を
圧
倒
し
て
、
五
道
大
神
の
み
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
七
世
紀
初
め
の
敦
埠
で
作

成
さ
れ
た
②
に
は
、
冥
府
の
宮
と
し
て
、
太
山
府
君
を
筆
頭
に
、
続
い
て
仏
教
起
源
の
五
道
大
神
そ
し
て
当
路
の
宮
属
の
閤
羅
王
が
列
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
序
列
は
冥
界
に
お
け
る
五
道
大
神
の
地
位
が
、
閣
羅
王
の
上
位
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
唐
代

に
仏
教
が
厚
く
信
仰
さ
れ
て
ゆ
く
な
か
、
五
道
大
神
も
引
き
続
き
信
仰
さ
れ
る
も
の
の
、
冥
界
の
神
と
し
て
の
閤
羅
王
の
人
気
は
圧
倒
的

(沼〕

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
北
朝
期
(
六
世
紀
)
に
は
「
仏
弟
子
」
と
称
す
る
在
俗
仏
教
信
徒
の
間
で
、
先
ず
は
五
道
大
神
が
大
き
く
信
仰

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。



仏
教
の
伝
来
と
中
国
の
冥
界
観

(
1
)
「
黄
識
」
か
ら
「
五
道
大
神
」
へ

現
存
す
る
漢
籍
の
う
ち
、
五
道
大
神
の
名
を
最
も
早
く
に
伝
え
て
い
る
の
は
、
小
田
義
久
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
以
下
に
掲
げ
る
支

謙
訳
『
仏
説
太
子
瑞
応
本
起
経
』
上
巻
(
大
正
三
、
四
七
五
頁
)
で
あ
ろ
う
。

即
ち
起
ち
て
馬
に
上
り
、
車
匿
を
特
い
て
前
行
す
る
こ
ど
数
十
里
に
じ
て
、
忽
然
と
し
て
五
道
を
主
る
大
神
を
見
た
り
。
名
を
貫
識

北朝陪唐初の在俗仏教信徒と五道大神

と
日
う
。
最
も
独
り
剛
強
に
し
て
、
左
に
弓
を
執
り
、
右
に
箭
を
持
ち
、
腰
に
利
剣
を
帯
ぷ
。
居
る
所
は
三
道
の
衝
に
し
て
、

天
道
と
日
ぃ
、
二
に
人
道
と
日
ぃ
、
三
に
悪
道
と
日
う
。
此
れ
所
謂
、
死
者
の
魂
神
の
当
に
過
ぐ
べ
き
所
を
見
る
者
な
り
。
太
子
、

す

到
り
て
問
う
に
、
「
何
の
道
ぞ
従
う
所
な
ら
ん
や
」

ι。
貫
識
、
憧
壊
し
、
弓
を
投
げ
、
箭
を
釈
て
、
剣
を
解
き
、
遼
巡
し
て
示
す

に
天
道
を
以
て
し
て
日
く
、
「
是
の
道
ぞ
、
従
う
可
、
し
よ
と
。

本
経
典
は
、
三
世
紀
、
呉
の
都
建
業
に
お
い
て
支
謙
(
月
氏
の
人
、
洛
陽
生
ま
れ
〕
が
訳
出
し
た
仏
伝
で
あ
る
。
引
用
し
た
部
分
は
、
仏

陀
の
「
出
家
」
の
一
場
面
で
あ
り
、
こ
こ
に
五
道
大
神
が
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
五
道
大
神
は
こ
こ
で
は
「
五
道
を
主
ど
る
大
神
」

と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
当
初
、
五
道
大
神
は
神
名
と

L
て
用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
責
識
」
が
、
こ
の
神

の
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
「
貰
識
」
は
、
武
人
の
神
で
あ
り
、
三
道
(
天
道
・
人
道
・
悪
道
)
の
岐
路
に
住
み
、
「
死
者
の
魂
神
の

行
き
先
」
を
判
断
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
見
る
と
、
五
(
酎
は
三
道
、
す
な
わ
ち
「
天
道
」
と
「
人
道
」
、
そ
れ
に
地
獄
道
・

餓
鬼
道
・
畜
生
道
を
す
べ
て
ま
と
め
て
「
悪
道
」
を
加
え
る
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ラ'5

そ
の
後
、
西
晋
時
代
の
漢
訳
仏
伝
で
あ
る
語
道
員
の
『
異
出
菩
薩
本
起
経
』

一
巻
(
大
正
一
二
、
六
一
九
頁
)
に
お
い
て
も
「
責
識
」
の
名

の
み
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
西
晋
時
代
末
期
の
永
嘉
二
合
一
O
八
)
年
に
、
性
一
法
護
(
月
氏
の
人
、
敦
健
生
ま
れ
)
が
天
水
寺
で
訳
出
し
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た
仏
伝
『
仏
説
普
曜
経
』
巻
四
(
大
正
二
、
v

五
O
七
頁
Y
に
お
い
て
も
、
五
道
大
神
と
い
う
神
名
は
見
え
ず
、
「
奔
識
L

と
い
う
名
一
の
み
が

(怨

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
貫
識
」
「
奔
識
L

と
も
に
漢
字
上
古
・
中
古
音

Q
E
S
E
F
吉田口

Er)
は
同
じ
で
あ
り
、
同
訳
異
字
と
見
て
良

正晴

い
で
あ
ろ
う
』
こ
の
時
代
、
五
道
犬
神
と
い
う
名
は
ま
だ
無
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
『
仏
説
太
子
瑞
応
本
起
経
』
や
『
仏
説
普
曜
経
』
と
い
っ
た
漢
訳
仏
伝
の
テ
キ
ス
ト
に
関
L
て
は
、
河
野
訓
氏
に
よ
り
、
以

(む

下
の
よ
う
な
継
承
関
係
が
考
え
ら
れ
て
，
い
る
。
i

荒川

「
小
本
起
経
』
(
現
行
の
『
修
行
本
起
経
』
~
よ
り
も
素
朴
な
形
)

『
瑞
応
本
起
経
』
↓
『
普
曜
経
」

『
中
本
起
経
』
(
後
漢
、
康
孟
詳
訳
)

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
典
が
確
認
で
き
る
の
は
、
豆
R
曜
経
』
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
「
貫
識
」
・
「
奔
識
」
の

(
判
的

名
ど
こ
ろ
か
、
漢
訳
仏
典
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
面
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
原
典
に
後
か
ら

こ
の
う
ち
、

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
と
く
に
輪
廻
と
そ
の
転
生
先
で
あ
る
「
五
道
」
を
説
く
た
め
に
、
中
国
の
人
々
向
け
に
訳

経
者
が
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
仏
典
に
見
え
る
「
貫
識
」
は
、
漢
語
で
あ
っ
た
と
は
見
ら
れ
ず
、
非
漢
語
と
解
し
得
る
こ
と
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
バ
仏
教
伝
来
以
前
に
中
国
に
お
い
て
信
奉
さ
れ

τい
た
神
に
「
五
道
太
神
」
が
既
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
原
典
に
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
後
か
ら
加
え
ら
れ
る
際
に
、
訳
経
者
が
寸
貰
識
」
な
る
非
漢
語
の
神
を
仏
陀
伝
に
自
ら
入
れ
込
ん
だ
と
見
て
良
い
で
あ
ろ

う
。
河
野
氏
に
よ
れ
ば
、
『
瑞
応
本
起
一
経
』
広
は
支
謙
の
オ
リ
J

ジ
ナ
ル
の
訳
は
僅
か
で
あ
り
、
J

同
経
は
先
行
す
る
『
小
本
起
経
』
と
「
中

(包

本
起
経
』
ー
の
両
経
を
そ
っ
く
り
採
用
す
る
形
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
行
の
『
中
本
起
経
』
(
後
漢
に
訳
出
)
に
は
「
貰
識
」
・

「
奔
識
」
は
登
場
し
な
い
の
で
、
こ
の
事
実
は
こ
の
神
が
後
漢
代
に
漢
訳
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
『
小
本
起
経
』
に
既
に
挿
入
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
示
唆
し
だ
い
る
。

仏
伝
を
漢
訳
し
た
康
孟
詳
ら
西
域
僧
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
貫
識
」
・
「
奔
識
」
(
司

gロ
E
U
F
宮山口

ε巴
の
原
語
は
、

ソ
グ
ド
語
の



(

包

(

怨

}
U

ロロ
w

℃
居
者
あ
る
い
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
官
同

g
の
よ
う
に
、
「
五
」
の
要
素
を
含
ん
だ
ソ
グ
ド
語
も
し
く
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
あ
っ

た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
五
胡
・
東
晋
以
降
に
な
っ
て
く
る
と
、
『
増
壷
阿
含
経
』
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
「
貫
識
」
・
「
奔
識
」
は
見
当
た
ら
な
く
な
り
、

「
五
道
大
神
」
と
い
う
漢
語
名
の
み
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
挑
秦
涼
州
沙
門
竺
傍
念
訳
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
巻
四
〔
大
正
十
二
、

O
三
三
頁
)
に
寸
五
道
神
識
」
と
あ
る
の
は
、

そ
の
過
渡
的
な
形
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
①
仏
教
受
容
の
初
期
(
後
漢
j
西
晋
時
期
)
に
お
け
る
漢
訳
経
典
に
は
、
「
五
道
大
神
」
と
い
う
固
定
的
な
神
名
は
ま
だ
な
く
、
あ

く
ま
で
も
「
貫
識
」
・
「
奔
識
」
が
冥
界
へ
の
入
り
口
に
た
ち
、
転
生
先
(
五
道
)
を
告
げ
る
立
場
に
あ
る
神
で
あ
っ
た
。
②
そ
れ
が
東
晋

期
(
回
世
紀
)
に
な
る
と
、
次
第
に
「
五
道
大
神
」
と
い
う
神
名
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
以
降
、
固
定
的
に
使
わ
れ
て
ゆ
く

よ
う
に
な
っ
た
。

北朝陪唐初の在俗仏教信徒と五道大神

(
2
)
仏
教
の
五
道
と
中
国
の
冥
界
観

支
謙
が
漢
訳
し
た
『
仏
説
四
願
経
』
に
「
善
を
為
せ
ば
、
天
に
上
り
、
悪
を
為
せ
ば
、
淵
に
入
る
」
(
大
正
十
七
、
五
三
七
頁
)
と
あ
る

の
を
始
め
、
先
に
掲
げ
た
『
仏
説
普
曜
経
』
巻
四
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
「
奔
識
」
が
「
菩
薩
」
に
対
し
て
、

き
先
を
告
げ
る
の
み
で
あ
る
ご
と
を
告
白
す
る
の
に
対
し
て
、
「
菩
薩
」
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

た
だ
死
者
の
行

菩
薩
日
く
、
「
五
道
を
主
る
と
躍
も
、
帰
す
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
従
っ
て
来
た
る
所
を
源
と
せ
よ
。
五
戒
も
て
人
と
為
り
、
十
善
も

て
天
に
生
じ
、
樫
堕
も
て
餓
鬼
と
な
り
、
抵
突
も
て
畜
生
と
な
り
、
十
悪
ち
て
地
獄
に
ゆ
か
ん
」
と
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
仏
説
太
子
瑞
応
本
起
経
』
と
異
な
り
、
五
道
大
神
は
、
単
に
審
判
を
告
げ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
審
判
の
規
準
は
、

5'7 

生
前
の
「
五
戒
」
「
十
善
」
等
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
自
動
的
に
決
定
す
る
と
説
く
。
す
な
わ
ち
仏
弟
子
と
し
て
守
る
べ
き
「
五
戒
」
「
十

善
」
を
励
行
す
れ
ば
、
「
五
戒
」
で
生
前
と
同
様
の
人
の
世
界
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
十
善
し
で
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
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と
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
五
戒
」
「
十
善
」
と
「
人
道
」
「
天
道
」
と
の
関
係
は
、
内
容
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
、
以
降
の
漢

(包

訳
経
典
で
繰
り
返
し
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

正晴

こ
れ
に
関
連
し
て
、
武
威
太
守
の
趨
文
業
の
求
め
に
応
じ
て
、
建
元
二
十
年
(
三
八
四
)
夏
よ
り
翌
年
春
に
か
け
て
訳
出
さ
れ
た
塵
曇

僧
伽
提
婆
(
東
晋
腐
賓
三
蔵
)
訳
『
増
萱
阿
含
経
』
巻
二
七
(
大
正
二
、
七
O
O頁
。
訳
一
、
阿
含
部
九
、
八
八
1
八
九
頁
)
に
は
、
次
の
よ
う

荒川

な
一
節
が
認
め
ら
れ
る
。

是
の
時
、
五
道
大
紳
、
毘
舎
羅
先
に
告
げ
て
日
く
、
「
長
者
、
湯
を
以
て
相
恵
む
可
し
。
必
ず
嘗
に
一
隅
無
量
を
獲
べ
し
。
富
に
甘
露

の
報
い
を
得
べ
し
」
と
。
是
の
時
、
長
者
報
え
て
日
く
、
「
我
に
自
ら
五
道
大
紳
有
り
。
此
の
沙
門
を
用
っ
て
、
能
く
何
等
の
事
を

加
盆
せ
ん
や
」
と
。
是
の
時
、
五
道
大
神
、
便
ち
此
の
侶
を
説
く
、

如
来
の
生
じ
た
ま
う
時
に
嘗
た
り

天
帝
来
下
し
て
侍
す

更
に
誰
か
是
れ
を
出
づ
る
者

能
く
輿
共
に
億
匹
せ
ん
や

五
道
紳
を
用
う
る
が
矯
に

演
す
所
有
る
こ
と
能
わ
ず

寧
ろ
樟
師
を
供
養
せ
ば

便
ち
大
果
報
を
獲
ん

と。爾
の
時
、
五
道
大
紳
、
復
た
重
ね
て
長
者
に
語
げ
て
日
く
、
「
汝
1

好
く
自
ら
身
・
ロ
・
意
行
を
守
護
せ
よ
。
汝
、
五
道
大
紳
の
威

力
を
知
ら
ざ
る
乎
」
と
。
是
の
時
、
五
道
大
紳
、
即
ち
大
鬼
神
の
形
を
化
作
し
、
右
手
に
創
を
執
り
、
長
者
に
語
、
げ
て
臼
く
、
「
今
、

我
が
身
は
是
れ
五
道
大
紳
な
り
。
速
に
此
の
沙
門
に
湯
を
輿
へ
よ
。
足
を
稽
留
す
る
こ
主
勿
れ
」
と
。
是
の
時
、
長
者
、
便
ち
是
の

念
を
作
さ
く
、
「
甚
だ
奇
な
り
、
甚
だ
特
な
り
。
五
道
大
神
、
乃
ち
此
の
沙
門
を
供
養
す
」
と
。
即
ち
香
湯
を
以
て
道
人
に
授
輿
し
、

復
た
石
蜜
を
以
て
沙
門
に
授
興
せ
り
。
是
の
時
、
五
道
大
紳
、
自
ら
此
の
香
湯
を
執
り
て
、
優
頭
集
と
共
に
世
尊
の
所
に
至
り
、
此

の
香
湯
を
以
て
如
来
に
奉
上
せ
り
。
爾
の
時
、
世
尊
、
此
の
香
湯
を
以
て
、
身
瞳
を
休
浴
し
た
ま
う
に
、
風
尋
い
で
時
に
差
え
更
に
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劇
せ
ざ
り
き
。
是
の
時
、
長
者
、
後
五
日
に
し
て
便
ち
命
終
を
取
り
、
四
天
王
中
に
生
じ
ぬ
。

本
経
で
は
、
「
無
戒
無
信
邪
見
」
の
長
者
で
あ
る
毘
舎
羅
先
が
臨
終
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
際
、
彼
が
「
五
道
大
神
」
に
事
え
て
死

後
の
御
利
益
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
五
道
大
神
が
毘
舎
羅
先
に
対
し
て
、
自
分
に
事
え
る
よ
り
も
仏
陀
に
布
施
を
す
れ

ば
、
地
獄
に
落
ち
ず
に
「
福
無
量
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
教
え
諭
す
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
長
者
は
死

後
、
仏
陀
に
布
施
を
し
た
功
徳
に
よ
り
四
天
王
中
に
「
生
天
」
し
た
。

こ
れ
は
、
仏
教
の
在
家
信
者
に
、
仏
教
で
説
く
五
戒
・
十
善
や
功
徳
を
積
め
ば
、
死
後
、
五
道
大
神
の
所
を
通
り
過
ぎ
て
も
、
「
人
」

と
な
る
か
「
天
」
に
生
ず
る
か
を
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
強
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
随
葬
衣
物
疏
に
「
仏
の
五

戒
を
た
も
ち
、
専
ら
十
善
を
修
め
」
た
り
、
「
十
善
も
て
心
を
持
し
、
五
戒
も
で
志
を
堅
め
、
歳
三
月
六
、
斎
戒
し
て
闘
か
さ
」
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

北朝惰唐初の在俗仏教信徒と五道大神

こ
の
仏
教
の
経
説
は
、
他
方
で
死
後
の
行
き
先
を
告
げ
る
「
五
道
大
神
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
仰
も
消
滅
し
難
い
こ
と
を
示
唆
し
て

お
り
、
生
前
に
積
ん
だ
功
徳
に
よ
っ
て
行
き
先
が
決
定
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

そ
う
し
た
五
道
大
神
そ
の
も
の
に
対
す
る
信

仰
を
諌
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

古
代
中
国
に
お
け
る
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
死
後
に
生
き
る
世
界
と
し
て
地
下
の
世
界
と
天
上
の
世
界
、

す
な
わ
ち
墓
室
を
中
心
と
し
た
死
者
の
生
活
世
界
や
現
世
の
官
僚
組
織
を
模
し
た
冥
府
の
世
界
と
、
所
謂
「
昇
天
」
の
到
達
点
た
る
天
上

の
世
界
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
仏
教
伝
来
に
よ
り
地
獄
思
想
が
導
入
さ
れ
る
と
、
地
獄
は
冥
府
と
結
び
付
く
か
た
ち
で
独
特
の
展
開
を
示
し

つ
つ
、
や
が
て
は
現
世
の
延
長
た
る
地
下
世
界
の
観
念
と
一
体
化
し
た
。
六
世
紀
に
お
い
て
「
仏
弟
子
」
が
懐
い
た
死
後
の
世
界
と
い
う

も
の
も
、
前
掲
の
随
葬
衣
物
疏
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
中
国
の
伝
統
的
他
界
観
の
枠
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
伝
統
的

ラエ9

他
界
観
が
有
す
る
強
靭
さ
を
考
え
れ
ば
、
仏
教
側
で
説
く
、
五
戒
・
十
善
の
保
持
や
功
徳
で
地
獄
に
落
ち
ず
に
「
為
人
」
(
人
道
)
か

「
生
天
」
(
天
道
)
が
約
束
さ
れ
る
と
い
う
の
も
、
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
「
為
人
」
と
現
世
の
延
長
た
る
地
下
世
界
、
「
生
天
」
と
天
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上
の
神
仙
世
界
が
互
い
に
通
じ
易
く
、
こ
れ
ら
も
伝
統
的
他
界
観
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
ー
ぃ
。
換
言
す
れ
ば
、

仏
教
が
説
く
「
人
道
」
「
天
道
」
も
、
死
後
も
「
人
間
世
界
」
に
生
き
続
け
ら
れ
、
あ
わ
よ
く
ば
「
昇
仙
」
さ
え
も
可
能
に
な
る
と
映
っ

正晴

た
の
で
は
な
い
か
。
最
初
期
の
『
仏
説
太
子
瑞
応
本
起
経
』
に
お
い
て
三
道
(
天
・
人
・
悪
)
に
単
純
化
し
て
五
道
を
示
し
て
い
た
の
も

首
肯
で
き
よ
う
。
そ
し
て
伝
来
当
初
よ
り
、
死
者
の
死
後
の
運
命
を
冥
界
へ
の
入
り
口
で
宣
告
す
る
の
が
五
道
大
神
で
あ
る
と
、
仏
教
は

荒川

説
い
た
。
南
北
朝
期
よ
り
次
第
に
高
ま
る
仏
教
信
仰
の
う
ね
り
の
中
で
、
五
道
大
神
が
中
国
の
冥
界
の
神
と
し
て
不
動
の
存
在
と
な
っ
て

い
っ
た
所
以
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
の
冥
界
の
神
と
し
て
定
番
に
な
っ
て
い
た
五
道
大
神
の
流
布
は
、
六
世
紀
に
な
っ
て
漸
く
「
仏

弟
子
」
と
称
す
る
在
俗
信
徒
の
冥
界
観
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
し
て
そ
の
五
道
大
神
が
指
し
示
す
輪
廻
五
道
の
世
界
は
、

当
初
、
中
国
の
冥
界
観
の
枠
組
み
に
適
応
す
る
よ
う
に
三
道
(
天
・
人
・
悪
)
に
実
質
的
に
単
純
化
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
天
道
・
人
道
は
、

仏
教
信
徒
と
し
て
善
行
や
功
徳
を
積
ん
で
生
き
る
こ
と
で
保
証
さ
れ
る
と
説
か
れ
た
が
、
地
獄
主
同
様
に
こ
れ
ら
も
中
国
古
来
の
死
後
の

世
界
観
と
一
体
化
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
や
が
て
唐
代
に
は
仏
教
が
隆
盛
し
、
閤
羅
王
が
冥
界
の
神
と

L
て
人
気
を
博
す
る
よ
う
に

な
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
時
代
に
は
浄
土
思
想
が
広
く
流
布
す
る
。
こ
う
し
た
浄
土
思
想
が
、
中
国
の
伝
統
的
他
界
観
と
如
何
な
る

関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
い
つ
た
か
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

(
略
語
)

文
書
・
・
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
・
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
・
武
漢
大
学
歴
史
系
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
一
冊

i
第一

O
冊
、
文
物
出
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版
社
、
一
九
八
一

i
九
一
年
。

図
文
・
・
中
眉
文
物
研
究
所
等
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
萱

1
曲
師
、
文
物
出
版
社
、

大
正
・
・
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

訳

7
4国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
阿
含
一

i
十
、
大
東
出
版
社
、

一
九
九
二

i
九
六
年
。

一
九
二
九

i
一
九
三
五
年
。

ラ21

注(
l
)

加
地
紳
行
『
沈
黙
の
宗
教
|
儒
教
』
筑
摩
書
一
房
、
一
九
九
四
年
、
二
八

1
五
五
頁
。

(
2
)

前
掲
書
の
ほ
か
、
同
『
儒
教
と
は
何
か
』
(
中
公
新
書
九
八
九
)
、
一
九
九

O
年
参
照
。

(3)

小
南
一
郎
「
漢
代
の
祖
霊
観
念
」
『
東
方
学
報
』
(
京
都
)
六
六
、
一
九
九
四
年
、
一
八
頁
。

(
4
)

小
南
、
前
掲
論
文
、
三
九

i
五
六
頁
。
同
「
道
教
信
仰
と
死
者
の
救
済
」
『
東
洋
学
術
研
究
』
二
七
、
一
九
八
九
年
。

(5)

曲
目
布
川
寛
「
漢
代
画
像
石
に
お
け
る
昇
仙
図
の
系
譜
」
『
東
方
学
報
』
(
京
都
)
六
五
、
一
九
九
三
年
、
二

O
O頁
。
ま
た
林
巳
奈
夫
氏
も
、

漢
代
を
対
象
と
し
て
、
漢
人
の
来
世
観
の
基
本
が
「
死
者
の
霊
魂
は
地
中
に
埋
め
た
死
体
と
と
も
に
地
中
で
暮
ら
す
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
漢
代
に
は
天
に
帰
っ
て
ゆ
く
「
魂
」
に
つ
い
て
は
大
し
た
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
地
中
に
営
ま
れ
て
い
る
墓
の
中
の
世
界

に
天
上
の
神
々
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
林
巳
奈
夫
『
石
に
刻
ま
れ
た
世
界
|
画
像
石
が
語
る
古
代
中
国
の
生
活
と

思
想
|
』
東
方
書
底
、
一
九
九
二
年
、
九

i
一
七
頁
。

(
6
)

曽
布
川
、
前
掲
論
文
、
一
七
九

i
二
O
O頁。

(
7
)

朴
永
哲
「
中
世
中
国
に
お
け
る
地
獄
と
獄
訟
|
唐
代
地
獄
説
話
に
見
え
る
法
と
正
義

l
」
『
史
林
』
八

O
l回
、
一
九
九
七
年
、
二
七
頁
。

ま
た
康
韻
梅
『
中
国
古
代
死
亡
観
之
探
求
』
国
立
台
湾
大
学
文
史
叢
刊
、
一
九
九
四
年
ほ
か
参
照
。

(
8
)

朴
、
前
掲
論
文
、
一
一
八
頁
。

(
9
)

津
田
瑞
穂
『
修
訂
地
獄
変
|
中
国
の
冥
界
説
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

(
日
)
朴
、
前
掲
論
文
、
一

O
五
i
一
一
八
頁
。

(
孔
)
小
田
義
久
「
五
道
大
神
孜
」
『
東
方
宗
教
』
四
八
、
一
九
七
六
年
、
二
ハ

i
一
七
真
。

(
ロ
)
か
田
義
久
「
吐
魯
番
出
土
の
随
葬
衣
物
疏
に
見
え
る
五
道
大
神
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
苑
』
四
八
・
四
九
、
一
九
九
七
年
、
二
ニ

i
二
二
頁
。

五
道
大
神
に
つ
い
て
は
、
小
田
氏
の
研
究
が
あ
る
に
も
か
わ
ら
ず
、
詳
細
は
省
く
が
、
い
ま
だ
な
お
道
教
に
由
来
す
る
神
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
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す
る
研
究
者
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
れ
も
そ
の
根
拠
を
明
確
に
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
日
)
荒
川
正
晴
「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
漢
人
の
冥
界
観
と
仏
教
信
仰
」
「
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文
物
論
叢
』
二

O
O四
年
、
朋
友
書
底
、
二
八
頁
参
照
。

(比

)
g
J「
〉
宮
品
∞
一
回
。
図
文
一
、
三
三
四
頁
一
文
書
=
オ
六
六
|
六
七
頁
二
日
須
浄
真
「
髄
葬
衣
物
疏
付
加
文
言
(
死
人
移
書
)
の
書
式
と
そ
の

源
流
」
『
仏
教
史
学
研
究
』
二
五
|
二
、
九
二

l
九
三
頁
一
荒
川
、
前
掲
論
文
、
一
二
ハ
頁
ほ
か
。
①
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
と

呼
ば
れ
る
古
墳
群
墳
墓
よ
り
数
多
く
出
土
し
た
随
葬
衣
物
疏
の
一
つ
で
あ
り
、
冥
界
へ
の
通
行
証
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
被
葬
者
の
衣
服
の
内

な
ど
、
最
も
遺
体
に
密
着
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
。
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
随
葬
衣
物
疏
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
荒
川
正
晴
編
『
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
出
土
文
書
お
よ
び
関
連
伴
出
資
料
の
調
査
』
(
平
成
一
一
一

1
一
四
年
度
科
研
費
報
告
)
二

O
O三
年
、
一
八
三

1
一
八
四
頁
参
照
。

(
江
川
)
莫
高
窟
北
区
思
浅
い
H

。
焚
錦
詩
・
彰
金
章
「
敦
短
莫
高
窟
忠
良
窟
出
土
河
西
大
涼
国
安
楽
三
年

3
5
)
郭
方
髄
葬
衣
物
疏
初
探
」
『
敦

煙
学
』
二
五
、
二

O
O四
年
、
五
一
六
・
五
二
八
頁
。
『
敦
迫
莫
高
窟
北
区
石
窟
』
第
三
巻
、
文
物
出
版
社
、
二

O
O四
年
、
三
三
四
頁
・
図

版
一
七
五
。

(
路
)
端
方
『
陶
粛
磁
右
記
』
巻
干
三
、
六
|
八
葉
一
浅
見
直
一
郎
「
中
国
南
北
朝
時
代
の
葬
送
文
書
」
『
古
代
文
化
』
四
二
|
四
、
一
八
四
|
↓

九
四
頁
一
荒
川
、
注
(
臼
)
論
文
、
一
一
八
頁
ほ
か
。

(
口
)
前
掲
浅
見
論
文
、
一
九

O
頁
参
照
。
「
蕎
一
里
」
す
と
は
、
太
山
の
南
に
位
置
す
る
山
の
名
で
あ
り
、
太
山
が
人
間
の
生
命
全
般
を
支
配
す
る
と

い
う
観
念
の
う
ち
、
特
に
死
に
関
す
る
部
分
だ
け
が
、
こ
の
蕎
呈
山
に
預
け
ら
れ
た
、
と
い
う
。
小
南
、
前
掲
注
(
3
)
論
文
、
五
一
頁
。
『
漢

書
』
巻
六
三
武
五
子
伝
、
広
陵
属
王
劉
膏
の
条
に
見
え
る
「
蕎
毘
」
に
、
顔
締
古
が
「
量
一
局
皇
、
死
人
里
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。

(
回
)
「
太
平
広
記
』
巻
二
九
七
「
経
仁
稽
」
に
は
、
唐
・
唐
臨
撰
『
冥
報
記
』
に
拠
っ
て
、
冥
界
に
お
け
る
天
帝
|
閣
羅
王
|
太
山
府
君
五
道

神
の
序
列
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

t

(
問
)
通
常
、
仏
教
で
は
輪
廻
転
生
先
と
し
て
「
六
道
」
を
説
く
が
、
小
乗
系
の
説
一
切
有
部
の
み
は
「
五
道
」
を
説
い
て
い
た
。
望
月
信
亨
『
仏

教
大
辞
典
』
第
五
巻
、
「
六
道
」
の
項
、
五

O
七
一
頁
。
本
経
典
も
小
乗
系
の
経
典
と
さ
れ
て
い
る
。
境
野
黄
洋
編
『
支
那
仏
教
精
史
』
国
書

刊
行
会
、
一
九
七
二
年
(
再
刊
)
、
一
二
九
頁
。

(

初

)

切

-
E
H宥白
P
G
S君、き

s
h問、昨む』
g
n
m
g
p
g
D
0
5
D
E
u
S斗
M
U

苫
--NYNS-
藤
堂
明
保
編
『
学
研
漢
和
大
字
血
(
』
学
習
研
究
社
、

七
八
年
、
三
一
六
・
一
二
三
九
・
一
二
五
九
頁
。

(
幻
)
河
野
訓
「
初
期
中
国
仏
教
の
仏
伝
を
め
ぐ
る
諸
問
題
『
修
行
本
起
経
』
に
関
連
し
て

l
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
一
一
一
、

一
六
七
頁
。

九
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(
幻
)
本
経
典
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
ー
原
典

E
-
E
4
2
S
S
の
和
訳
、
溝
口
史
郎
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
境
涯
』
東
方
出
版
、

八
0
1
-
二
二
頁
参
照
。

(
お
)
河
野
、
前
掲
論
文
、
二
ハ
四

i
一
六
五
頁
。

(μ)
『
仏
説
善
悪
因
果
経
』
(
大
正
八
五
二
三
八
一
頁
)
に
は
「
五
道
(
神
)
」
が
出
て
く
る
が
、
そ
の
ソ
グ
ド
語
訳
は
「
三
吉
宗
口
三
」
と

な
っ
て
い
る
o
u
-
Z
-
沼田
n
w
O
E
O
-
M
1
E
E
E
A
¥
苦

ssash民
生
尽
な
ミ
ロ
円
き
お
旬
、
宮
旬
。
笠
宮
R
E
E
F
-唱斗
C
U
3い
や

5
3
n

NW亘氏
F
E
旬。
1
M
S
M
3
E』
ミ
aHE
旬
、
社
主
』
い
芯
否
、
N
A
S
ャ
SNE--u.H，田町
B
t
m
p
-
3
a
u司・
5
a・

(
お
)
サ
ン
ス
干
ク
リ
ッ
ト
の
宮
回
目
持
胆
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
問
題
は
『
仏
説
普
曜
経
』
に
唱
曲
出
企
官
の
音
写
語
と
し
て
、
「
般
閣
鬼
」
(
大
正
三
、

五
O
四
頁
)
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
m
m
)

『
出
曜
経
』
(
大
正
四
、
六
三
五
頁
)
、
『
中
陰
経
』
巻
一
ド
(
大
正
十
二
、

な
ど
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

一
九
九
六
年
、
第
十
五
輩
、

一
O
六
七
頁
)
、
『
仏
説
仏
大
僧
大
経
』
(
大
正
十
四
、
八
二
八
頁
)

『
中
国
学
の
十
字
路
』
二

O
O六
年
四
月
刊
(
研
文
出
版
)
五

O
九

i
五
二
三
頁




